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1．はじめに 

 ピッチは，天然物である原油や石炭から，石油やコークス，低分子量の炭化水素などを精製，乾留する

さいの残渣である。これの炭素化と呼ばれる熱処理過程ではメソフェーズが発生し，熱処理を継続すると

低分子量成分が炭素六角網面に組み込まれて固化する。メソフェーズは液晶様の性質を持ち，磁場中

で反磁性磁化率の異方性に起因した磁気配向を起こす。電磁石で発生可能な 1 T レベルの磁場でも磁

気配向が起こることは 1980年代から知られていたが，最近の実験で 10 T 級の強磁場下では広くまた高

度に結晶子が整列することが示された。そこで，10 T 強磁場中で薄膜状の炭素化物を得て，その光学

的な特性を調べた。 

 

2. 実験方法 

  乳鉢で磨砕した石炭ピッチ (アドール(株))をソーダ石灰ガラスに挟み，自作の電気炉をウォータージャ

ケットと共に最高磁場強度 10 Tの超伝導磁石内 (HF-10-100VHT-4 住友重機械工業(株))に設置した。

4 K/min で合成温度 793 K まで昇温し，2 時間保持して炭素化した。炭素化後の配向秩序や偏光の観

察は偏光顕微鏡 (BX51 OLYMPUS Co.)を用いた。光強度の測定にはマルチチャネル分光計(MV-3200, 

JASCO Co. Ltd.)を使用した。 

 

3．結果･考察 

10 T 磁場下で合成したフィルムは，バルクで見られるものよりもさらに広範囲に配向していた。フィルム

は 400－800 nm の可視光を透過し，磁場印加方向と直交する方向に偏光面をもつ直線偏光が得られた。

市販の偏光フィルターと偏光面を平行および直交するように試料を配置して背面から光を当てた顕微鏡

画像を Fig に示す。用いたコールタールピッチでは，6T を印加すれば充分な効果が得られた。コールタ

ールピッチは石炭からコークスを得る際などに得たあとの残渣であるが，それを利用した天然物由来のデ

バイス作成の可能性が明らかになった。 

 

Fig. Microscopy images obtained of the prepared carbon thin film and a polarizing filter in the 

parallel and crossed configuration. 

第80回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2019 北海道大学 札幌キャンパス)19a-E201-5 

© 2019年 応用物理学会 09-118 10.5


